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のサイ トをすべて取 り除 くとSz-士1の反強磁性的な並びが出現する (後出のFig.5を
































を保証 しながら行われる【14】o また3-1/2の場合は､図2(a)に示 される交換型局所フ
リップ (図1(b))のみを考慮すればよかったが､S-1の場合には､スピン配位を更新

































































































接ペアS,fS.f+1においてDW が発生する確率は､PDWのまわりで揺 らいでよいoLか しも
しここで DW 間の相互作用が無いものと仮定すれば､我々は次式からス トリング相関長
EDを見積ることができる.
eD-1- -ln(1-PI" ). (10)




















































































































































































































































































































































































とにより､ トロッタ一方向に突き抜ける形の孤立 したDW が発生 しているのを見 ること




















けれども､完全な値 1には到達 しない｡これは､基底状態においても存在する量子揺 ら
ぎのためであり､AKIJTモデルの場合とは対照的である｡ただ し重要なことは､絶対零
度における揺らぎ､すなわち量子力学的な揺らぎは､時空において必ず局在 しており (図
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5)､長距離秩序を本質的に壊すことはできないということである｡このため､隠れた秩
序の相関距離 (ス トリング相関長)EDは絶対零度で発散する.長距離秩序の消失 に本質
的に寄与するのは､束縛 されていない孤立 した ドメインウォール (DW )である｡ これ
は有限温度における熟的な揺 らぎ､すなわち磁化の揺 らぎによってのみ生成 される｡さら
に孤立 したDW のこの生成機構は､本モデル､つまりS=1の系に特有なものである｡
図8(a)に示すようにS-1/2の場合には､反強磁性秩序状態においてスピンを単独でフ
リップさせて も､DW は必ず対生成 し孤立 したDW は得 られない｡ここに示 された DW
対 は､よ く知 られているように1対のスピン波 として､エネルギーの分散関係において
連続 スペク トルE(A)-EiSd(k')+鴇sik(k-kl)を構成する【16】.ここで菰siQ(k)は､ダブ
レッ トマグノンのエネルギー分散関係である.一方 S=1の場合は､単独 スピンフリッ
プ土1･→0により､孤立 したDW が発生 し得ることがわかる (図8(b))｡つまりこの孤
立 した DW は､S-1反強磁性ハイゼンベルグ鎖に固有の励起である.
そこで本モデルのエネルギ一分






























図 9におけるギャップ△はこれまでの議論か ら､孤立 した DW の熟的な励起 エネル
ギーに等 しいと考えられる.そこで図5のfDのカーブの低温部分を､
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